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【目的】2004 年新潟県中越地震によって大きな被害を被った震源ごく近傍の地域は、山間部に集落が点在する

山村地域であって、集落ごとに住家等建物被害の程度が異なることが報告されている 1)。また、同じ集落であっ

ても建物被害の分布に偏りが見られる所も見受けられる。とりわけ大きな被害が発生した新潟県川口町、小千谷市

では、本震の揺れが記録されているのは、川口町の 1地点（川口町役場）と小千谷市中心部の 2地点（小千谷消防

署と小千谷小学校）の 3 地点のみで、被害分布を地震動の空間分布に照らして考察することが難しい状況にある。

そこで、著者らは 2004 年新潟県中越地震が発生した 12 日後の 11 月 4 日から約 1ヶ月間、震源域である新潟県川

口町、小千谷市とその周辺地域の 19 地点で加速度型強震計による余震観測を行い、それらの地点間についての本

震あるいは本震直後の大きな余震の際の強震動の相違を明らかにしようとしている 2)。この試みの一環として、

余震記録のフーリエ振幅スペクトルをスペクトルモデルでフィッティングすることにより、各観測点におけるサイ

ト増幅特性の他、伝播経路の Q 値、解析に用いた余震のストレスドロップを評価したので、その結果を報告する。

なお、以下に報告する結果は、取得した余震記録のうち一部の地震のみを使い、また解析対象として観測点も一部

であって、あくまでも予備的な解析結果であることを承知されたい。 

 

【方法】観測地震動のフーリエスペクトルが、震源スペクトル S(f)（f:周波数）、地殻内伝播経路の影響を表現

する周波数応答 P(f)、表層地質による増幅の影響を表現する周波数応答（サイト増幅特性）G(f)の積で表される

と仮定し、複数観測点における複数の地震の記録についてあてはめを行うことによって S(f)、P(f)、G(f)を分離

して評価する。ここでは、Tsuda et al.(2005)3)が行っている流儀に従って、S(f)は地震モーメント Mo とコーナー

周波数 f0 をパラメータとする ω^2 モデルに基づく関数形（ただし Tsuda et al.(2005)が採用しているものとは

異なる）で、P(f)については震源距離に反比例する幾何減衰と Q(f)=Q0*f^a の関数形で表現した Q値で表現した関

数形で定義し、同じく Tsuda et al.(2005)が提案する手続きにほぼ沿って、f0、Q0、a と G(f)の最適化を行う。

なお、この解析では Mo は F-net で決められた値を参照することとし、未知数としては取り扱わなかった。この手

続きに従えば、G(f)について基準となる観測点を設けずに行うことができる。即ち、得られた G(f)は S 波速度が 3

から 4km/s の地震基盤に対する増幅率と解釈できる。 

 

【結果】図に Mj と深さがそれぞれ 3.3 から 4.4、6 から 12.6km の範囲にある 5つの余震の記録を使って解析し

た結果得られた G(f)を示す。これには自由表面の効果は含まれていない。K-NET 小千谷(NIG019)K-NET と十日町

(NIG021)のサイト増幅特性にはそれぞれ 3.2Hz と 6.5Hz にピークを持つ高まりが見られる。川口町中心部の川口地

区 3地点のサイト増幅特性には大きな違いがない(Kawaguchi 参照)。川口町武道窪地区内 2地点のサイト増幅特性

には違いが見られる(Budokubo 参照)。この地区では、BSK0F4 観測点から BAB0F5 観測点に近づくにつれ、全壊家屋

が多く見られるような傾向があった。長岡市内 3地点ではサイト増幅特性に大きな違いが見られない。発表では、

解析に用いる地震数を増やすことにより改めて解析を行って、余震観測全地点のサイト増幅特性を示したい。 
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